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楕円柱面:  手 十多 =1
双曲柱面:  手―:9=1

























































































































































































































































































































である。 したがつて,命題 12により,2次曲面上の点 (z。,νo,約)における接平面の方程式は,
(αllZo+α12節+α13掏+bl)(″―・ o)+(α21″0+α22蜘+α23ゐ+b2)(ν~ o)
+(α31■0+α32節+α33匈+b3)(Z~絢)=0













































































2 0 1 平行2平面 z2_α2=0



























































































































































P(Z,υ)=(・(υ,υ),ν(し,υ),Z(Z,υ)),   9(し,υ)=(ξ(し,υ),η(Z,υ),ξ(υ,υ)
とする。その全微分
22

































E:=p%pし, F=pしpυ=pυ pし, G=Pυ P
を第一基本量とよぶ。第一基本量をもちいれば第一基本形式Iは

















































Pし η=0,  Pυπ=0
が成 り立つ。この式を鶴,υについて偏微分すれば,
pしし π+pし。ηし=0,  Pしυ・π+pu・πυ=0,













































































































=ρ2(E cos2 θ+2F cosθsln θ+G sl■2θ)=1
が成 り立つ。したがって,E cos2 θ+ F cosθsln θ+G sln2 θ>0でぁることがわかり,
κπ=Z鶴′(sO)2+2yz′(so)υ′(So)+Ⅳυ′(So)2
=ρ2(五cos2 θ+2M cosθsln θ+Ⅳ sin2 θ)
L cos2 θ+2y cosθsln θ+ハrsln2 θ













































































pttυ pし=■ちE+毛二 pしυ pυ=■ちF+■つG

























































































































鴫 =望謀 響 告 盟 ,4=
毛=:濃ギ島, rib=























=((■あpし+4ちpυtt yη)pυ)し―|二あpし十二ιPυ tt χη12

































































=(―SIn θ el+cosθ e2)(~SIn θ el+cos θ e2)=1




r彎撃。子==1,  したがって, rll母。gr=1
となる正値関数 g(r,θ)を用いて,



























































































r C 10,r(θ)], ∈[0,α]
をみたす領域のP(r,θ)による像となるから,
36





































































































































πし pし=αE+btt πυ pし=J ttαF






(::)=一 万 ぎ ≒ 戸 (g影




ηし X ηυ= (G五
一 Fル
の (EⅣ














































































































































), η υ =(Z′Sin υ,一z′COS υ,0)
となる。″′2+z′2=1の両辺を微分すれば,z′z″=―z′Z″であるから,











2π× pυ=← ″z″COS Ъ ―Z″″SIn υ,一Zz″)=チ L× pυ,





























































































ξ(Z)=―α Sin%, η(鶴)=bCOS Z, C(Z)=圭c
となればよい。以上よリー 葉双曲面は









P=(0,η,ξ)十(r cos Z,r sin z,0)
Q=(0,一 η ,一C)+(r cOS(Z+θ),r slll(鶴+θ ),0)
と表される。したがって,曲面は






























































































































































































































































ス:= (| 」I 11)ξ)=2,  ノ
とおくと,rank五=4,rank■=2,lsgn川=Sgn五|=0となる。したがつて,第2章の2次曲




































































































pし=ご+υα′, Pυ=d, さらに p。し=P′′+υd′′, pしυ=♂, pυυ=o
であるから,曲面の単位法ベクトルをη(υ,υ)とすると,第二基本量Z,y,Ⅳは,





となることである。                                  □

















例 4.3つるまき線 (図4.14a):c(υ)=(a COS Z,α Sin Z,流)の接線曲面
































































































となる。いま,z′2=1_″′2でぁるから,平均曲率 ∬ が 0となるのは,
z″″=1-z′
2

































pし=C′十υ♂, pυ=d, さらに pし=p′′+υd″, Pしυ=♂, pυυ=o
であるから,第一基本量E,二Gは,























































































































90)=(・1,″2, ・,″π), ψO)=(νl,り, .,νm)
と2通りに局所座標表示される。このとき,
(νl,ν2,  ,νπ)=ψ(9~1(″1,″2, 。,″m))
が成り立ち,
ψ。9~1 9(び∩y)→ψ(び∩y)













∂νl   ∂νl       ∂νl
∂■1  ∂″2 ・… ∂″れ
ゝ   ∂ν2       ∂ν2
∂■1  ∂Z2 ・… ∂″れ
∂νれ  ∂νれ     ∂νπ
























































































































































命題 5.5yの任意の基底をel,e2,…・ Cmとし,1次形式 ωこ:1/→R(j=1,2,….,m)を,
ωづ(C′)=δ″












































































































































JIZいっπ紛 山 1山2…・山 π
と定義すると,次の補題が成り立つ。















































































′~     2
となる.さらにここで,















































あ1=α(COS θωl+sln θ ω2)
=(―Slll θ αθ∧ωl+cOS θ伽 1)+(coS θ αθ∧ω2+Sln θ漬ガ2)
=cos θ(ω2∧μ)+Sln θ(_ωl∧μ)+αθ A(―sln θ ωl+Cosθ ω2)






























































































































































































 tt C~", sinhz==C・~C~・
, tanh″==:塁[壬==:卜葦{F手
と定義される。双曲線関数については,三角関数 と類似 した,以下の公式が成 り立つ。
(i)COSh2 z_sinh2 z=1
(li)Sinh(.+ν)=Sinh.coshν+cosh″sinhν
(iii)COSh(″+ν)=COSh″cosh ν+sinh z sinh ν
















∂νl  ∂71       ∂νl
∂Zl  ∂″2   …  ∂Zπ
∂ν2  ∂ν2      磁
∂"1  ∂″2   
…  ∂
"π
∂‰ ∂%   勿π
















































命題 B.1平面上の2つのベクトル α,bで張られる平行四辺形の面積は ldet(α,b)|に等しい.ま
た,det(o,b)の符号は,α,bが左回りのとき正,c,bが右回りのとき負となる。
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